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ほ
の
か
診
察
室

　

令
和
２
年
か
ら
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
中
に
広

が
り
、
日
本
で
も
多
く
の
陽

性
者
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

症
状
は
、
発
熱
や
呼
吸
器

症
状
（
咳
・
咽
頭
痛
）
、
頭

痛
、
倦
怠
感
、
嗅
覚
、
味
覚

障
害
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
患
者
の
80
％
は
、
発
症
か

ら
１
週
間
程
度
で
回
復
す
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
酸
素
投
与
が
必
要
な
方

や
重
症
化
す
る
方
も
い
ま
す
。

　

当
院
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
薬
物

治
療
は
、
主
に
「
抗
体
カ
ク

テ
ル
療
法
」
や
「
抗
ウ
イ
ル

ス
薬
の
投
与
」
で
す
。
こ
れ

ら
の
治
療
を
行
な
う
こ
と

で
、
重
症
化
リ
ス
ク
の
低
減

が
期
待
で
き
ま
す
。

　

今
回
は
、「
抗
体
カ
ク
テ
ル
療

法
」
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

 

抗
体
カ
ク
テ
ル
療
法

（
ロ
ナ
プ
リ
ー
ブ
）

　

ロ
ナ
プ
リ
ー
ブ
は
２
種
類
の

抗
体
（
※
）
を
混
ぜ
て
使
用
し

ま
す
。
２
種
類
の
抗
体
が
結
合

す
る
こ
と
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
増
殖
を
抑
制
す
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
特
定
の
異
物
に
あ
る
抗
原

（
目
印
）
に
特
異
的
に
結

合
し
て
、
そ
の
異
物
の
生

体
内
か
ら
の
除
去
を
促
す

分
子
。

●
使
用
回
数　

１
回

●
投
与
方
法　

点
滴
静
脈
注
射

●
投
与
時
間　
30
分
か
ら
１
時
間

●
対
象
患
者

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
重
症
化
リ
ス
ク
因
子
（
左

図
）
を
有
し
、
酸
素
投
与
を
必

要
と
し
な
い
方
。

●
副
作
用

　

ロ
ナ
プ
リ
ー
ブ
を
含
む
モ
ノ

ク
ロ
ナ
ー
ル
抗
体
製
剤
と
呼
ば

れ
る
薬
を
点
滴
す
る
と
、
過
敏

症
や
ア
レ
ル
ギ
ー
の
よ
う
な
症

状
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
身
体
の
反
応
を
イ
ン

フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
リ
ア
ク
シ
ョ
ン

と
言
い
ま
す
。
ま
た
、
薬
に
対

し
て
身
体
の
免
疫
機
能
が
過
剰

に
反
応
す
る
事
で
全
身
に
起
こ

る
急
性
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
が
ご

く
ま
れ
に
起
こ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

発
熱
、
悪
寒
、
吐
き
気
、
全

身
の
か
ゆ
み
な
ど
の
症
状
も
出

現
す
る
事
が
あ
り
ま
す
が
、
適

切
に
対
応
す
る
こ
と
で
治
癒
し

ま
す
。

 

お
わ
り
に

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、

一
般
的
に
、
飛
沫
感
染
、
接
触

感
染
が
感
染
経
路
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
咳
や
く
し
ゃ
み
な

ど
の
症
状
が
な
い
発
症
前
で

も
、
感
染
性
が
あ
る
こ
と
が
感

染
予
防
を
難
し
く
し
て
い
ま

す
。

　

抗
体
カ
ク
テ
ル
療
法
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を

予
防
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
予
防
に
は
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
基
本
で
す
。
そ
れ
に
加
え

て
、
手
洗
い
や
手
指
消
毒
の
徹

底
、
マ
ス
ク
着
用
、
３
密
回
避

な
ど
、
人
と
の
距
離
を
と
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
ご
家
族
や
同

居
者
が
感
染
し
た
場
合
は
、
生

活
す
る
場
所
を
可
能
な
限
り
分

け
る
、
食
事
の
時
間
を
ず
ら

す
、
換
気
を
す
る
、
会
話
時
は

マ
ス
ク
を
着
用
す
る
な
ど
を
心

が
け
て
生
活
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

市
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
進
ん
で
き
て
い
ま
す

が
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
流
行
期
に
入
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
感
染
予
防
を
行
い
、
体

調
に
変
化
が
あ
る
場
合
は
、
早

め
に
医
療
機
関
へ
相
談
し
、
受

診
し
ま
し
ょ
う
。
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市民病院
院内感染対策委員会
総合診療科診療部長

木村 天永医師
監修

き    むら    たか  ひさ

◆高齢　◆肥満　◆糖尿病
◆心血管疾患（高血圧を含む）
◆慢性肺疾患（喘息を含む）
◆慢性腎障害（透析患者含む）
◆慢性肝疾患
◆免疫抑制状態と考えられる方
 （がん治療・免疫不全など）

重症化リスク因子


